
































改正理由 一部改正

現 行

3 施工パッケ ジ
3-1 削孔エ

「第Il編第2章⑬アンカーエ（ロータリ ーパーカッション式）」の削孔 （アンカー）による。

3-2 アンカー鋼材加工・組立・挿入・緊張・定着・頭郡処理（アンカー）
「第Il編第2章⑬アンカーエ（ロータリ ーパーカッション式）」のアンカー鋼材加工・組立・挿入・緊張・定着・

頭部処理（アンカー）による。

3-3 グラウト注入打設工

「第Il編第2章⑬アンカーエ（ロータリ ーパーカッション式）」のグラウト注入（アンカー）による。

3-4 プレキャストコンクリ ート板

(1)条件区分

条件区分は， 次表を標茫とする。

表3 1 プレキャストコンクリート板積ヰ条件区分一覧

（積算単位 枚）

フレー ムタイプ 1列当り平均据付枚数

20枚未漬

クロスタイプ 20枚以上30枚未濶

30枚以卜．

セミスクエアタイプ・
20枚未灌

20枚以上30枚未濶
スクエアタイプ

30枚以上

（注）1 上表は， プレキャストコンクリ ート板の設置の他， その施工に必要な全ての様械・労務・材料費

（損料等を含む）を含む。 ただし， プレキャストコンクリ ート板（材料費）は含まない。

2 プレキャストコンクリ ート板の材料費は別途計上する。

3 1列当り平均拐付枚数は， 次式により求める。

1列当り平均据付枚数＝総据付枚数十施工列数

4 1列当り平均据付枚数は， 1工事単位とする。

(2)代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケー ジで使用されている機労材の代表的な規格である。

項目

機

労務

材料

市場単価

積算上の注意事項

表3 2ブレキャストコンクリート板代表機労材規格一覧

代表横労材規格

Kl 
ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジプ型・排出

ガス対策型(2014年規制）］25t吊

K2 

K3 -

Rl 普適作業貝
R2 土木一般世話役
R3 ブロックエ

R4 -

Z1 -

Z2 -

Z3 -

Z4 -
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改

現行どおり

(2)代表攪労材規格

工 種 I プレキャストコンクリ ート板設置工

改 正

現 行

正 備 考

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

項目

機械

労務

材料

市場単価

表3 2プレキャストコンクリート板代表機労材規格一覧

代表機労材規格

ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジプ型・排出
Kl 

ガス対策型(2014年規刑）］最大吊上能力25t吊
K2 

K3 -

Rl 普通作業員
R2 土木一般世話役
R3 プロックエ

R4 -

Zl -

Z2 -

Z3 -

Z4 -

s 

賃料

備考 記載の修正·削除
（歩掛改定に伴う）

（控え頁）
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